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呼吸運動に際し多かれ少なかれ阻鴎筋活動が伴っていることは広く知られた現象であり，この関係

は異常呼吸に際し特に著明になる。

ゆえに呼吸中枢から阻鳴筋支配の三叉神経連動岐に，また逆に阻時筋支配の運動核から呼吸中枢に

それぞれ相互調節の作用が働いている司能性が考えられる。しかし，この点についての詳細は今日な

お充分明らかにされていない。

本研究は上記呼吸中枢が阻時筋支配の三叉神経連動核部の活動 lこ如何なる影響を与えているかを分

析したものである。

実験には猫を用い各呼吸相における攻筋，顎二腹筋と呼吸筋(内肋間筋，横隔膜)等の活動の関係、

を筋電図より分析した口 lDJ電凶測定は正常呼吸時ーおよび閉鎖瓶を介する再呼吸時につき行なった。

また，両側迷走神経切断および呼吸中枢の電気刺激が前記阻時筋の活動 lこ如何に影響するかも検討し

た。つぎに，除脳・除小脳動物につき三叉神経連動核部活動と延髄呼吸中枢活動を微小電極法により

同時記録し，両中枢活動聞の機能的関係を分析した口

実験終了後，脳組織桜本により電極先端の位置を組織学的に確認した口

q交筋および顎二腹筋には安静時各呼吸相に一致して白発性活動の促進する部分が存在した。顎二腹

筋については政息相に一致して活動促進を示す部分がその前半部筋腹に限局して存在し，岐筋につい

ては呼息相に応じて活動の促進する部分が表在部の前部筋Jj支の上部に認められた。

吸息相に一致して活動が増強した顎二腹筋部の筋電図は閉鎖瓶を介し再呼吸させることにより吸息

11寺に放電頻度が著切に増強した。

頭部迷走神経ïîTJ側切断により呼吸運動は深く遅くなるが，その呼吸リズムに応じて日子息相には岐f1J'j

活動が出現し， [及息相には顎二腹筋活動が増強され同j筋の活動の聞には依然として相反的関係が持続
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したc このことから，呼吸相に一致して増減する前記顎筋活動は，呼吸運動時肺に存在する mecha­

noreceptor からの信号が迷走神経を介し顎筋支配の三叉神経運動核部の活動に影響したためではな

く，呼吸中枢の活動が三叉神経連動核部に直接影響したものと考えてよい。

つぎに，三叉神経運動核部には呼吸運動に応じて放電頻度の変化する点、が存在した。攻筋支配部に

ついては記録した62点中 6 点が呼息相で放電頻度を増加したが残り 56点は呼吸相によって放電頻度に

何ら変化を認めなかった。一方，顎二腹筋支配部については記録した13点中 4 点は吸息相に放電頻度

を増加したが残り 9 点は呼吸相で放電頻度に何ら変化を認めなかった。

延髄吸息中枢の単発刺激により刺激側顎二腹筋に筋活動が誘発され，呼息中枢の刺激により刺激側

咳筋に筋活動が誘発された。このことから呼吸中枢は同側性に三叉神経連動核部を支配していると言

える。また，呼息中枢刺激により唆筋支配の三叉神経連動核部に生じる誘発電位の潜時は約 9 msec 

であった。この事実は呼吸中枢から三叉神経連動核部への伝導路は Polysynaptic であることを推察

させる。

つぎに閉口筋あるいは開口筋を伸展し，筋の自己受容性信号により三叉神経運動核部の活動を賦活

させたが呼吸中枢の活動には著明な変化は認められなかった口ゆえに三叉神経中脳路核から呼吸中枢

への連絡はないかあるいは存在したとしても機能的に強ノりでないことが考えられる。

以上本実験結果から，呼吸中枢は同側性に三叉神経連動核部を支配し，吸息 rlJ枢からは顎二腹筋支

配の三文神経連動核部に，呼息中枢からは岐筋支配の三文神経連動核部にそれぞれ促進性のインパノレ

スを送り，各呼吸相に応じて下顎の位置を調整していることが明らかになった。

論文の審査結果の要旨

本論文は呼吸中枢が阻時筋支配の三叉神経連動核部活動 lこ対して示す制御作用を神経生理学的に分

析したものである。

この研究では猫を用い各呼吸相における佼筋，顎二腹筋と呼吸筋(内肋間筋，棋 1)1'~jJj失)の活動を筋

電図により同時記録し相互間に存在する関係を分析している。また，両側迷走神経切断および呼吸中

枢の電気刺激が前記阻瞬筋の活動に如何に影響するかも検討し，つぎに三叉神経連動核部活動と延髄

呼吸中枢活動を微小電極法により同時記録し，雨中枢活動間の機能的関係をも分析している。

研究結果はつぎの諸事項を切らかにしたといえる口すなわち，安静呼吸H告においても顎二腹筋では

蚊息相に一致して自発性に筋活動の促進を示す部分がその前半部筋腹に限局して存在し，校筋につい

ては呼息相に応じて活動の促進する部分が表在部の前部筋肢の上部に存在する。また，顎二腹筋の筋

電凶反応は閉鎖瓶を介し再呼吸させると吸息時により著I~] になったD

頭部で迷走神経を両側切断しでも呼吸リズムに応じて出現する岐筋，顎二腹筋活動には依然として

相反的関係が持続した。

つぎに，三叉神経迎動核部には呼吸運動に応じて放電頻度の変化する点が存在し，日交筋支配部につ

いては呼息相でが(孟頻度の増加する点があり，顎二腹筋支配 ìS'15 については吸ι相に放屯頻度の地力11す
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る点が存在した。

延髄吸息中枢の刺激により刺激側顎二腹筋に筋活動がI誌発され，呼息中枢の刺激により刺激側吹筋

に筋活動がI活発された。また，呼息中枢刺激により皮筋支配の三叉神経連動核部に生じる誘発電位の

潜時は約 9 msec であった口また，閉口筋あるいは開口筋を伸展し，筋の自己受容性信号により三

叉神経迩動核部の活動をI!武活させたが呼吸中枢の活動には著明な変化は認められなかった口

これらの実験結果から，呼吸相に一致して増減する前日己顎筋活動は，呼吸迩勤時肺の拡張，収縮に

際し肺に存在する mechanoreceptor からの信号が迷走神経を介し顎筋支配の三叉神経連動核部の活

動に影響したためでなく，呼吸中枢の活動が三叉神経連動核部に直接影響したものである乙と，呼吸

中枢は同側性に三叉神経連動核部を支配し，吸息中枢からは顎二腹筋支配の三叉神経連動核部に， .1乎

息 1~ll枢からは攻筋支配の三文相IJ経連動核部にそれぞれ促進性のインパルスを送り，各呼吸相に応じて

下顎の位置を調整していること;呼吸中枢から三文神経連動核部への伝道路は polysynaptic である

こと;三文神経中脳路核から呼吸中枢への連絡はなしゅュあるいは存在したとしても機能的に強力でな

いことなどが明らかになったと言えよう。

以上本論文は顎運動調節の背後に存在する呼吸中枢の役割を明確にしたものであって，口腔生理学

上極めて注目すべきものであり，歯科学に貢献するところ大である。歯一学博士の学位を受けるに十分

の資格あるものと認める。
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